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学級（HR）経営の困難と21世紀型モデルへの転換
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20世紀モデルの困難：条件整備型・管理統制型学級経営
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教師の省察能力の高さ
児童生徒への対応の複雑化

Ø 従来の学級経営の考え方や技能で
は、対応できない現状

学級経営をきちんとしなければならない
→学級経営ナラティヴの苦しさ

先輩のアドバイスが全く通用しない実態

Ø 学級経営を21世紀モデルに転換



教師の個人
エージェンシーの困難
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OECD ティーチング・コンパス（教師の羅
針盤）：日本語訳（2025年10月20日）

「こうあるべき」からの脱却

Teacher-centered Pedagogy
依存型の学級経営の限界

Ø Teacher Agency
Ø Student Agency

両方のエコロジーを狭める



反復的次元
・ライフヒストリー
・専門的ヒストリー

実践＝評価次元

・文化
考え、価値、信念、言説、言語

・構造
社会構造（関係性、役割、権力、信頼）

・物質的側面
・資源、身体的環境

投企的次元
・短期的
・長期的

ティーチャー・エージェンシー

Priestley, M., Biesta, G. J. J. and Robinson, S. (2015) Teacher Agency: An Ecological Approach, 
London, Bloomsbury Academic.

Being Belonging Becoming



ティチャー・エージェンシーの考えでは

学級（児童生徒）への向き合い方こそ問われるべき

教師個人の力で「うまくまとめられる」という結果✖

初めて出会う状況においても、これまでの経験や学習、学校
内外の資源を活かして、誠実に向き合う （サポーティブな学
校経営）

→集団エージェンシー、共同エージェンシーの重要性
5



課題１：教師の集団エージェンシー

学級経営観が学校の中で多様化し、時に協働しながら、時に葛藤や混乱
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集団エージェンシーとは、教師が共通の目標に向かって協働し、集団意思決定、
相互責任、専門的連帯を通じて教育実践や制度に影響を与えるための、共有
された信念、価値観、能力を指す。社会的認知理論に根ざした集団エージェン
シーは、教師が個々の強みを組み合わせて教育の未来を共同形成するときに
現れる

*OECD ティーチング・コンパス（教師の羅針盤）：日本語訳2025年10月20日、40頁より



広義の学級経営観

学級づくり（人間関係づくり、集団づくり、生活づくりなどの伝統）
全人教育をめざした学級教育（自発的、自治的という伝統）

個業化された学級経営観の行き詰まり
「学級経営＝学級における担任の全ての仕事に関わる用語」
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狭義の学級経営観

教室の秩序化
各教科等の授業・教育活動の

ための条件整備

明治時代の等級制
度から学級制（年
齢）への変更に端
を発する学級経営
観

大正時代の新教育
運動にルーツをも
つ学級経営観

白松賢2017『学級経営の教科書』東洋館出版社より改編



【生徒指導との関連化：必然的領域】 一貫して毅然とした指導：人権に関する問題
Respect ： 自分と他人に敬意を持った言動と行動へ

教育を受ける権利の享受：心理的安全性

【学級指導：計画的領域】 学習・生活の習慣・スキルの育成
（教師による計画的な指導・支援）
Routine ： 学校生活のルーティーン化
Procedure:： 授業や教育活動における学習・作業手順の明確化

【学級活動：偶発的領域】 児童生徒を主体とする学級経営
（特別活動：児童生徒の主体的かつ創造的活動）

Ø 学級・学校文化の創造：教師の想像を超える子どものプ
ラスの行動・活動・成長に出会う場

Ø 問題解決：主体的創造的な活動を通して生じる諸問題の
解決

学級経営の３領域

４⽉ 3⽉

学級経営の転換点：学習・生活規律の徹底から、児童生徒の主体化へ
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教師の指導か
ら、児童生徒
の主体的成長

へ

学校経営としての
学級経営領域

教員の多くは、
この領域の指
導に力尽きてい
る

発達支持的
生徒指導へ

白松賢2017『学級経営の教科書』東洋館出版社より改編



「意思決定」の重要性：多様性への対応
→管理統制の客体化から発達の主体化へ
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令和4年度学習指導要領実施状況調査 教科等別分析と改善点 (小学
校 特別活動【質問調査】)、小特 9より



教師＝児童生徒の関係性
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教師

児童生徒

Verticalな関係

心理的安全性の基盤

児童生徒

Horizontalな関係

同じ一人の人間として
対等な関係

児童生徒

Diagonalな関係

教師の想像を超えた
児童生徒の姿

u インストラクション
u オリエンテーション
u インターベンション

u ファシリテーション
u コーチング
u インターベンション

Co-Agency

教師のやりがい



課題２：生徒との共同エージェンシーの発揮へ
（Co-Agency)
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l 論点整理における「⾃らの⼈⽣を舵取りする⼒」を踏まえ、学級や学校という⾝近な社会との関わりで⾃⼰の⽣活上の課題と向き合い、その解決
に向けて主体的に取り組む意思決定のプロセス等について、⼀定の共通理解を確保することが重要ではないか。

l このため、意思決定に関する概念整理や、実践の蓄積等を踏まえ、意思決定の典型的なプロセスを「➀課題の設定、➁発散（情報収集・相
互参照） 、③収束（⾃⼰理解・⾃⼰決定）、➃実践・振り返り」とした上で、意思決定は現在から未来の様々な射程で存在していることや、
実践・振り返りを不断の⾒直しにつなげることが重要であることを、必要に応じて活⽤できる参考資料として⽰してはどうか。

❷発散
（情報収集・相互参照)

➍実践・振り返り

「⾃らの⼈⽣を舵取り
する⼒」の育成へ

意思決定のプロセスについて（イメージ）

１．⽬の前のことから卒業後まで、
  意思決定は現在から未来の様々な射程で存在

❶課題の設定

２．実践・振り返りを新たな課題の発⾒につなげ、よりよい⽣活
の創造に向け、⼀度決定したものも不断に⾒直すことが重要

(※1) 「課題」はProblemではなくIssueであり、「望ましくない状況」を意味するものではなく、よりよい⽣活に向けた前向きな内容を含むことに留意

将来▶

卒業時▶

学年末▶

現在▶

将来実現したい

卒業までに
実現したい

例

今実現したい

例

例

今年度中に
実現したい

例

➌収束
（⾃⼰理解・⾃⼰決定)

(※1) 

補⾜イメージ4

（※）プロセスを辿ること⾃体が⽬的化することのないよう留意
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学級活動（２）（３）の題材を通して身につけてほしいこと
（教師の期待する児童生徒像：願いでしかない）
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目指す自己実現目標:自分のライフを自分でプロデュースする＜自分軸＞

自分は何に取り組みたいか？なんだったらできるか？
（個人化：意思決定）

個々の児童生徒の実態（多様性）
l 家庭の文化的背景
l 個々人の特性 など

主体化
（多様化＝焦点化）

社会化
（集団への提案）

社会化したい題材を個人の取り組みたいことに主体化する時間
＝学級活動（２）（３）

＊社会化と主体化（subjectification）は、Biesta,G.J.J(藤井啓之・玉木博章 訳)(2016) 『よい教育とは何か』、白澤社より



ぶれないコンパスのための＜錨＞
変化が激しい時代の羅針盤ー自分軸を錨に

14https://www.mext.go.jp/content/20250717-kyoikujinzai-000043294_3_3.pdf



学級経営の核としての学級活動：児童生徒の力を伸ばし、活かす場

学級経営の充実（偶発的領域）：共同エージェンシーの発揮
○週１時間ある学級・HR活動をうまく活用しよう

目的：子どもをうまくコントロールすることではない

→子どもと話し合い，よりよくすること

学級活動とは，

（１）児童生徒と学級や学校生活をどうするか一緒に考える時間

（２）学校や家庭，地域での自分の生活をよりよくする時間

（３）学業や進路，将来についてしっかり考える時間
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